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出席報告（5月17日 wed）

会員総数 出席計算に
用いた会員数

出席 出席率

24名 22名 １7名 ８6.36％

出席免除会員欠 2名 MU 2名

沼津柿田川RC様 ビジター６名訪問

【今後の予定】

・5/２４ 理事会開催（５月度）
・5/３０ 特別休会

幹 事 報 告 （17７5回）
幹 事 市川 明宏

AKIHIRO ICHIKAWA

① ＲＩから
なし

② ２６２０地区
（ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所）から
なし

③ 第２グループ（ガバナー、ガバナー補佐 他）から
なし

④ 他クラブから
＊5/13三島西RC主催 再回覧
「青少年のためのONステージ」

⑤ 長泉ＲＣ関係
＊週報（第176４回休会・第1765回
第1766回・第1767回） 配布

⑥外部組織から
なし

⑦米山記念奨学会から
＊ハイライトよねやま
（vol.278） 回覧

本日は川口会長以下7名の柿田川ロータ
リークラブの皆様がメイクアップにお見え
下さいました。暑くなりました。一部地域で
は、真夏日との報道です。まだ梅雨入り前
ですが。来期の話ですが、8月に千歳セント
ラルクラブへ当クラブ任意のメンバーで表
敬訪問の計画がされています。11月には
千歳から公式訪問が打診されておりますので、その下打
合せも兼ねてと考えます。北広島市にファイターズのエス
コン球場が出来たので、それも見たいとの話です。ご興味
のある方はどうぞご参加下さい。
先日ある知人と60年ぶりにお会いしました。正確には

55年くらいだと思いますが。御歳80才とのことですが、
肌の色艶も良く背筋も伸びて凛としたお姿は70くらいに
見えました。歯の話しになり、私は若い時分から歯は悪い
ほうなのですが、ご本人に伺うとこれまで抜いた歯は、医
者に勧められて親知らずだけとのこと。羨ましい限りです。
聞けば若いころから甘いものを口にしない生活だとのこ
と。ソシアルダンスと歌を歌うことがご趣味だと聞いて、
そうした快活な日常が今に繋がっていると感じました。慈
悲喜捨という言葉があります。見返りを求めず接し、見返
りを求めず助け、相手の幸せを喜び、偏見を捨てて接する。
そんな言葉が頭に浮かびました。人間ですから現実はい
ろいろあると思いますが、少なくともそう感じる感じさせ
る日常が姿に表れるのではと思いました。
私達も今日、こうしてロータリーの皆さんと交流を続け
ることが、精神の刺激にもなり、若さや意欲に寄与してく
れるのだと感じます。



沼津柿田川RCのみなんさん、ようこそ長泉RCへ

Smile スマイル報告

沼津柿田川RC（会長：川口尚史 君）

「柿田川合同奉仕作業について」
始まりは6年前？2580地区
米山記念奨学委員会が記念館
に研修のため毎年来館してい
たそうですが、何か奉仕作業を
行いたいと言うことより始まり
ました。始めた頃は役場の方にお願いをして研修を
行ったりをしておりましたが、時間の関係上最近で
は作業のみとなっております。始めた頃はせっかく
なのでと当地区の奨学生も誘い始まり現在では貴
重な他地区奨学生との交流の場となっております。
コロナ前には将来の何かのきっかけになればと思い、
近隣クラブのインターアクトも参加してもらったりと
奉仕活動だけでなく交流をテーマに活動をしており
ました。他地区と合同で奉仕作業を行うのも全国的
に無いことですが、昨年は宿泊での合同研修も企画
しました。残念ながらコロナが増加してしまい宿泊
は断念となってしまいました。川の中の作業、陸で
の作業をグループで分け外来種駆除を行っており
ます。柿田川を上から見ると綺麗な緑に見える水草
がほとんど外来種です。見た目は綺麗ですが繁殖力
が強く、他団体も定期的に行ってますが、生命力が
強く完全駆除は出来ません。今年度は９月２日に行
う予定でおります。本来であれば多くの方にご参加
していただきたいのですが、人数制限あるためなか
なかお誘いが出来ません。どうしても川に入りたい
と言う方おりましたら何とかしますの
でお声がけください。

長泉RC（米山文庫館長：西原重夫 君）

「米山文庫こども図書館について」
町民図書館から・・・7,599冊
裾野RCからの寄贈・・・29冊
その他・・・740冊
〔現在の合計冊数 8,368冊〕
昭和6年、米山梅吉は、郷里
長泉に図書館を寄贈しました。
米山の寄附による蔵書約1,000冊の図書館は「米山文
庫」と名付けられました。満州事変勃発という年に米山は
この文庫を作りました。「当時、不況の波に人々が喘いで
いたとき、この事業は氏の愛郷の精神の賜物であると共
に、人々にとって明るい話題であった」とその由来にも記
されています。「言葉は人の心を潤す魔法の水」と言った
人がいます。米山も悪化の一途を辿る社会状況の中、せ
めて心の栄養だけは枯渇させまいと思ったのではないで
しょうか。平成22年4月29日、長泉町・長泉ＲＣそして米
山梅吉記念館の三者が手を結び、この米山文庫を復活し
ました。旧記念館を改装した建物は、国産の杉板張り。素
足で歩ける館内は、本が一目で見渡せる棚に囲まれてい
ます。子供の絵本を中心に約4,500冊の本を収蔵し、広
く一般に開放します。今後、蔵書を増やし本の入替も行う
予定です。米山が文庫を作ってから約80年。この文庫復
活事業には地元の子供達の心を養い、子供達と昔子供
だった全ての人が共に笑ったり考えたり、時には涙する
場所にばって欲しいという私達の思いが込められていま
す。自分も雅号に「子供達に幸あれ」という思いで「子幸」
とも使った米山。この米山文庫が時の流れを経て米山の
思いを受け継ぎ、時間や世代を越えた地域の交流拠点に
なる事を願ってやみません。
（ 「米山梅吉記念館 官報（2010年秋 Vol．16）」より ）

・市川 明宏 君
沼津柿田川ＲＣの皆さま
本日宜しくお願いします

・加藤 精一 君
沼津柿田川ＲＣの皆さま
ようこそ長泉ＲＣへ

・西原 重夫 君
沼津柿田川ＲＣの皆様ようこそ

・川瀬 一隆 君
ようこそ！沼津柿田川RCの皆様
本日の卓話よろしくお願いします

・川口 尚史 君（沼津柿田川RC）
本日おじゃまします

・斉藤 悦生 君（沼津柿田川RC）
本日は宜しくお願いいたします

・安本 晋 君（沼津柿田川RC）
本日は宜しくお願いいたします

✿ 沼津柿田川ＲＣの会員様
ありがとうございました ✿
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